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マ ウス肝及 び脳ホ モ ジ ェ ネ ー トの脂質過 酸化反応 に対

す るベ トナム人参サポ ニ ン画分及びその 成分の影響
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1 ）

【目的】薬用人参サ ポ ニ ン （PG −S）及 びそ の サ ポ ニ ン 成分が 活性酸素関与の 細胞傷害や組

織障害を抑制す る こ とが 知 られ て い る 。

一方，ベ トナ ム 中央部で 発見され た ベ トナ ム 人参

の サ ポ ニ ン 画 分 （VG −S）に は 主 要 成 分 majonQside −R2 （MR2 ） の 他 に ginsenoside−

Rg1（Rg1），

−Rb1（Rb1），

−Rd な ど PG −S と共通 した成分 の 存在が 知 られ て い るが，そ の 抗

酸化活性に 関す る報告 はな い
。 そ こ で 今回 ，

フ リ
ー

ラ ジ カ ル 発生系を用 い ，脳及 び肝組織

の 脂質過酸化反応に対す る VG −S 及びそ の 成分の 影響を検討 した 。

【方法】 1）組織標本 ：雄性 Balb／c マ ウ ス の 脳及 び肝臓を摘出 し， そ れ ぞ れ 5mM リ ン

酸カ リ ウ ム 緩衝液 （pH 　7．4）及 び 1．15％ KC1 で ホ モ ジ ェ ナ イ ズ した。

一一
部の 実験 で は肝臓

を 0．25M 　sucrose で ホ モ ジ ェ ナ イ ズ後，常法 に従 っ て ミ ク ロ ソ
ー

ム 画分 を得た。 2） 脂 質

過酸化反応の 測定 ： 組織 ホ モ ジ ェ ネー トを試験薬液及び フ リーラ ジ カ ル 産成 液 ［0．01mM

FeSO ， ＋ 30mM 　H ， 02 （Fenton−R） また は 0．01mM 　FeSO4 ＋ 0．1mM ア ス コ ル ビ ン 酸 （Fe−

VC ）］ とイ ン キ ュ
ベ ー ト （370℃ βOmin）後 ， 10％ ト リ ク ロ ロ 酢酸 で 反応 を 停止 した 。 産

生 され た チ オ バ ル ビ ッ
ール 酸反応物質 （TBA −RS ）を マ ロ ン 酸 ジ ア ル デ ヒ ド を標 準物 質 と

して 定量 した 。

【結果及び考察】1）VG −S （O．05−0。5mg／ml ） は Fenton−R 及び Fe−VC で 惹起 した 脳 ホ

モ ジ ェ ネ ート中の TBA −RS 産生を 濃度依存的 に 抑制 し た 。 2） 1司 じ濃度範 囲の PG −S は

Fenton−R 誘発 TBA −RS 産生 を抑制 し た が ，　 Fe−VC 誘発 の TBA −RS 産生 に は無 効で あ っ

た 。 3）VG −S （0．05−0．5mg ／ ml ）及 び PG −S （0．05−0．5mg ／ml ） は肝ホ モ ジ ェ ネ ー ト及 び

ミ ク ロ ソ
ーム 画分に お け る Fenton−R 及 び Fe−VC 誘発 の TBA −RS 産 生を 抑制 し た が

，

VG −S の 効果は PG −S に比 べ て 強か っ た 。 4）MR2
，
　Rb1 及 び Rg1（0．05−0．5mg／ ml ） は脳

及 び肝 ホ モ ジ ェ ネ
ー トに お け る誘発 TBA −RS 産生を抑制 しな か っ た 。 以 h の 結 果，　 VG −S

は脂質過 酸化反応抑制効果を有 し，また そ の 効果 に は少 な くと も MR2 ，
　 Rb1 及 び Rg1 は

関与 しな い こ とが示 唆され た 。
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